
様式第５号－２（第１２条関係）

地域まちづくり推進事業実施報告書

１ 事業実施者 団 体 名 ５地区ふれあい交流事業実行委員会

２ 事業の名称 ５地区ふれあい交流事業

３ 実 施 期 間 令和５年６月５日から令和６年２月２９日まで

４ 事 業 内 容

緑が丘５地区合同の世代間交流イベントを，次のとおり実施した。

１ ペタンク大会
⑴ 日 時 令和５年９月１６日（土）午前９時～午後２時
⑵ 会 場 旭川市立西御料地小学校グラウンド
⑶ 参加人数 合計５２名

（参加者４５名，実行委員６名，神楽支所１名）

２ フロアカーリング
⑴ 日 時 令和５年１１月５日（日）午前９時～午後０時３０分
⑵ 会 場 旭川市立緑新小学校体育館
⑶ 参加人数 合計１０６名

（参加者（応援１０名含む）９２名，実行委員６名，審判員
６名，神楽支所２名）

３ 紙ヒコーキ大会
⑴ 日 時 令和６年１月１４日（日）午後１時～午後４時
⑵ 会 場 旭川市立緑新小学校体育館
⑶ 参加人数 合計６４名

（参加者（ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ２名含む）５１名，実行委員等１０名，
神楽支所３名）

４ 健康麻雀
⑴ 日 時 令和６年２月１８日（日）午後０時～午後５時
⑵ 会 場 緑が丘住民センター
⑶ 参加人数 合計６０名

（参加者４８名，実行委員等９名，神楽支所３名）

※競技ごとに地区対抗戦を行い，順位ポイントを累計し，総合順位を決定

５ 成果と課題

【成果】

実施初年度ということで手探りの部分もあったが，実行委員が各々の

地区で積極的に事業の周知を図り，いずれの競技も参加者多数で実施

することができた。地区対抗ということもあり，競技だけでなく，応援

にも熱が入り，参加者同士が交流し，地域のつながりに資することが

できた。

【課題等】

全競技を通して高齢者層の参加が多かったため，若年層の参加を増や

せるよう競技種目や周知方法等を検討する必要がある。また，今年度は

準備等の都合上，屋外競技を一種目しか実施できなかったので，次年度

は地域住民が外で体を動かす機会をもう少し増やせるよう，実施内容を

検討する。
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